
 

字 

 
 

いとう・じゅんぞう いとう・もとよし 

 

弘道館会読掛 

 

経 歴 

生：文化５年（１８０８年） 

没：天保１４年（１８４３年）５月１７日、享年３６歳 

天保９年（１８３８年） ３０歳 儒者見習、弘道館会読掛となる 

天保１１年（１８４０年） ３２歳 一家を建つ 
 

 

生い立ちと学業、業績 

名は順蔵、諱は長大、字は元善、号は鶴鳴。 

伊藤健蔵（長文）の弟。 

 

天保９年（１８３８年）儒者見習、弘道館会読掛となる。 

天保１１年（１８４０年）、別に一家を建つ。 

 

天保１４年（１８４３年）５月１７日歿す。享年３６歳。定福寺に葬る。 

私諡して丸齋先生という。 

 

一子長光（字・貞吉）嘉永５年６月夭死し、家は絶えた。   （出典１）～（出典２） 

 

出典１：『福山藩の文人誌』、１０９頁、濱本鶴賓著、葦陽文化研究会刊、１９８８年７月２７日 

出典２：『福山の今昔』、１５０頁、濱本鶴賓著、立石岩三郎刊、大正６年４月２６日 

２００５年３月２４日更新：本文・出典●２００６年６月１５日更新：タイトル●２００８年２月１２日更新：経歴・本文●２０１０年３月１８

日更新：氏名・本文・出典● 

 


